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数ではこの間一貫して歌劇場は観客を失ってきている o 1980年代は 620万人であっ
















IY~ シーズンだけで観客動員数がのべ約 2 万人減少してしまい、支配人が交代する事
態となっている O この損失を埋めるナト|および自治体からの毎年の補助金額は 1700
万ユー口、劇場予算の 82%に及ぶ。しかし、この補助金はたとえばチケットの低
価格化によって観客数を増加させることに貢献するどころか、人件費に消えてし
まっているのが現状である O 劇場の人員合計381名に対する人件費支出は約 1900
万ユーロであり、技術部門(舞台・道具・メイク・衣装)だけで年額500万ユーロ、



































































出そろった 1991/92年の補助金総額は 17億ユーロであったが、 2007/08年では 20
億ユーロに上昇している O 歌劇場の運営コストの大半を占めるのは人件費であるこ
とを考えると、 ドイツの歌劇場はこの間むしろ規模拡大したかのようだが、実際に






全俳優のポストの 35パーセントにあたり、実に 3分の I以上が職を失った計算に
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にJiJれ、全体が総会を構成している O 弁護士であるボールヴイン RolfBolwinのも














































法組合(市民会社とも呼ばれる)Gesellschaft burger1ichen Rechts (GbR)、④非営不Ij
組織として非課税の地位を与えられている公益有限会社 GemeinnutzigeGesel1schaft 
mit beschrankter Haftung (gGmbH)、⑤そうした税制上の優遇措置を受けていない
40 江藤・域多・辻























































入は、支出の 20%程度にすぎず、チケット l枚あたりのネ指針j金額は平均 100ユー
ロに達するのが現状である O
第9部は、オーケストラに関するパートである O ここではドイツのオーケストラ















③民法組合 (GbR)、①公益有限会社 (gGmbH)、⑤有限会社 (GmbH)、⑥株式会




第 11部では、芸術祭 Festspieleが扱われる O それぞれ運営主体の法的形態(①個
人、②登記社団 (e.v.)、③民法組合 (GbR)、④公益有限会社 (gGmbH)、⑤有限会




自治体の人口スケール加、および州別に集計されている O 第 13部は略号などの説

































支援を与えている O 現在ドイツの各歌劇場は平均すると年間予算の 82%を、これ
ら地方政府からの犠助金によってまかなっている O
ドイツの財政はわが国と向様に中央政府である連邦の財政と、ナHをはじめとする
地方政府の財政に分かれている O これらドイツ全体の一般政府部 I~'l の支出は 2010
年において 1兆1641億ユーロであり、このうちレジャー・文化および宗教関係へ
の支出が 158億ユーロを占めている 360 ドイツにおける文化行政は連邦ではなく各
ナ1'の管掌事項となっていることから、文化に対ーする支出はそのほとんどが地方政府































総収入上位 10劇場 総収入 総収入下位 10劇場 総収入
シュトゥットガルト 94816 フライブルク/デー ベ、ルン(中部ザクセン劇場) 10302 
ノてイエルン州立歌劇場 84702 ホー フ 9812 
ブランクフルト(マイン) 72323 ハルパー シュタット/クヴェー トリンブルク 8173 
ザクセンナH立歌劇場(ドレスデン) 65127 ランズアー ト/パッサウ/シュトラウピング 8058 
ベルリン州立歌劇場(ウンター ・デン・ 1)ンデン) 62990 プランデンブルク 7543 
ケルン 61910 リューネブルク 7227 
/¥ンフソレク 61629 アンナベルク=ブーフホルツ 6905 
ノ¥ノー ファー 58132 アイゼ、ナハ 6866 
ベルリン・ドイツ・オペラ 52883 コンスタンツ 6673 












の約 28%を占めている O 続くフュルトの劇場は規模そのものが小さいものの、チ





自己収入が20%超の 自己JIY.入率 自己校入が 10%未満の 自己JIY.入率
歌劇場 (%) 歌劇j詰 (%) 
ドレスデン 40.6% ギーセン 9.9% 
フュjレト 36.4% ゲルリッツ 9.9% 
バイエルン州立歌劇場 35.4% ノイシュトレー リッツ/ノイプランデンプ 9.2% 
ノ¥ンフソレク 27.4% カッセル 9.1 % 
エアフルト 27.1 % クレーフェルト 9.0% 
シュヴェーリン 25.3% コフゃレンツ 8.8% 
ベルリン・ドイツ・オペラ 25.0% ハイデルベルク 8.8% 
リューネブルク 24.8% コトフゃス 8.5% 
フライブルク/デー ベルン(中部ザクセン劇場) 24.2% ロストック 8.4% 
シュトゥットガjレト 23.5% ハレ劇場 7.4% 
ベル1)ンナ1'立歌劇場(ウンター・デン・ J)ンデン) 22.6% アイゼナハ 6.9% 








































ている O これらの歌劇場の人件費率についてはより詳細な分析が必要で、あろう O
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表4 人件費率上位 10位・下金 10位の歌劇場
(TS08/09， S.164-183より作成)
人件費率上位 10位 人件費率下位 10位
ラーデボイル 88.6% エッセン 66.0% 
コブゃレンツ 86.3% マインツ 64.6% 
ヴァイマーjレ 86.2% エアフルト 62.6% 
ロストック 86.1 % ケルン 58.0% 
トリーア 86.0% アイゼナハ 55.5% 
ケムニッツ 85.6% ノ¥イデルベjレク 55.3% 
アンナベjレク=ブーフホjレツ 85.6% ノ¥ンフソレク 54.7% 
ゲルトナー プラッツ(ミュンヘン) 84.9% ドルトムント 48.1 % 
プレーマーハーフェン 84.9% フュルト 35.0% 
ザクセンナト!立歌劇場(ドレスデン) 84.8% リューネブルク 30.9% 一一
表5 人件費率~Ij劇場数














は、一部の例外を除いて文化オーケストラ回員俸給表 (TVK:Der Tarifvertrag fur die 
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